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慎牛育成に要する乳汁

代用飼料の研究

第二報

井口 賢ー

一田村健太郎

菊池情一

栢工長行

緒論

現今世闘に於ける乳牛の総数は年 k 多少増加して居るが.牛乳の需要は

年々著しく増加し.企図的に共の不足を告げて居る事は明かな事貨である。

飲用或は原料用として会乳の需要は勿論、耽脂乳を原料とするカゼインは

塗料・糊着剤として或は他の重用工業に使mされてゐたが、殊に日文事費
の勃護と共に之が需要は軍需資材として急:激に増加した。事費前ですら圏

内生産の 70-80傍に kるカゼインが輸入されてゐた事貨からしても、大東

亜戦争の現今輪入が途絶して居るでるらうととは、想像に難くない慮であ

る。故に事費後之，れが増1査に努めて居るとは言へ.更に一段のエ夫が必要

となる理由である。

然るに牛乳及脆脂乳は.従来積牛育成には必要飲くべから宮る飼料とし

て、一般の育成に嘗てつては全乳は少くも 1ヶ月、 IstIJ旨乳は 3-6ヶ月間給

興されてゐたものである。故に全図的に之れを見れば、組1.1ユ育成に要する

共数量たるや1i!I'L英えたものと言はねばならぬ。吾闘に於ても此目的の属

めに.乳汁の代用飼料が賞用化せられるに至ったならば.従*松-'10育成 JIj

として泊費されたるIljtIJ行乳は. カゼインJ宋iな又は共他の原料として.スゴモ
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年u士位HJ:DXは原料 mf<:料向せしめ得られるのであるO 貨に闘策遂行上特亦

産主上.国民保-除上極めて大なる意義左右a するものであるO

従来凶;米諸岡主として米閣に於て行れたる代 11]飼料.所訪 Calfmealの研

究結果は多量護表せられて居るが.共D多くはJlfe脂粉筑を原料とせるも D

で、現下の我園の非常時に封しては参考になるものは少いJik態である。

醗って否園に於ける之が代Jfj飼料む研究J士、最近に到り漸く起りかけた

ものとは言へ、未だ2主宰々たるものがあ.る。かかるが故 1<:著者等は現今未

曾有の非常時局に際合し、畜産界に於ける重要問題のーとして本問題を研

究するととは極めて緊急にして.且つ時期に趨せるととと信じ、昭和12年

以来之れが研究を始めたので、ある。

欧米に於ける研究は第 1報陀照介したから設に時する事と Lて.吾園に

於ては著者の 1人君主る井口等が.昭和 12-13年の 2ヶ年に豆七本撃第二

農場に於て行へる乳汁代用飼料の研究(第一報〉の守護表があり O 更に共後

昭和16年には.愛知県長種畜場で行はれた米粉・離を主とせる乳m牡輯育成

試験白結果が護去されて居るo

井口等の第 1同の研事によれば輯牛育成試験を第 1年目・第 2年目に分

~.第 1 年~ tζ 於ては専ら乳升代用飼料を給興する事によれ積牛が果し

て如何患の程度に迄護育ずるか.叉金筑或は脆脂乳を杢慶した時期の積の

泊ft器官の障害が如何なるものか、之が回復AA態告とも翻祭せんとしたもの

で.所語濠備的試験であった口第 2年自の試験に於ては同誌に HolsteIn雑

種駐韓18頭を 3頭宛 6鮮に分ち、 20週間試験を行Eん何れの代用飼料群が

最も良好なる成績を示せるやを検したのであった。試験群は何れも全乳を

生後より 14日目迄給興し.叉耽脂乳は 8日自主り 30日迄、乳汁代用飼料は

生後10日目より即日迄81日間給興した。一般配合飼料は.生後22日よ1)20

蓮花王Z迄給興 L、其i血粗飼料としては青刈赤クロ{パーを自由に揮取せ

しめた。 ft用飼料は 1年自に用ひたもの'に小宴 2訴粉を加へ・て配合した。

試験の結果l丸大豆粕35~杉・玉萄黍 35 必・亜臨仁粕 17 9o・小委 2呑粉10%

カ Jt，Jfン 2%・家畜用車 1%を混じたも vv成績が最も良好であったが.

仁井口賢三・三田村健太郎・紳谷俊雄:北海道帝協大事農塁手部附鹿島場稔別報告.第8披，昭和 14~手 10月.

.'，愛知蘇滋造場:酪農事情，第 2~き，第 7 減，昭和凶年.
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20週の絡りに第二農場の標準殻育に比し生服部 Gi.996・偲向 i6.4?o・的-E:f:

i4.4 96 1<:しか達しなかった。

かく乳汁代fIJ飼料を般牛育成に川ふるととは、生後 4--dヶJ'l:i:主は護育

不良であるが、以後増飼育成を行ふととによって充分裂育を回復せしめ得

るのみならや.且つ飼料費も安く付く故.趨営f$.時期即ち幾分rt'.く噌飼を

初むるならば、経桝上よりして誠に有利な方法であるとの結論に達した。

愛知牒種畜場に於ける乳用牡積育成試験は Holstein雑種牡椛俺かに 1関

を用ひて行はれた。即ち会乳は生後より 26日目迄.股脂乳は全く給興せぬ

代りに湯~興へ.米粉・重量を主舵:とし. コプラミー Jレを混じた人工乳を生

後 9日間より給興した。一般濃厚飼料は生後29日より給興した。その結果

は.初期人工筑に慣れる迄の護育は不良なるも.配合飼料給興後は順調に

護宵した。初期濃厚飼料給興の結果.腹部梢膨大下車せるも稜育に伴ひ常

態に復せりとo .f!!Jち供試牛 1頭にて病不明たるも.米粉・難を主髄とせる

人工乳による育成は可能なりと認むと結論してゐる。然し本試験に於ける

崎牛の生臨量 i念、購入賞時即ち生後 1週間に58kg.なりしものが.試験絡了

時たる生後88日闘には8.3kg.であれその槍韓量は僅かに27kg..であった。井

口等の生後88日悶のま曾腿量平均 37.5kg.(18頭平均〉に比すると極めて貧弱で

るるが.共原因は恐らくピタミ :.--Aの快乏と、組織維分を多量に輿へたと

とに由来するものであらう。

斯〈の如く乳汁代用飼料に閲する試験結果を見るに.大f[;は杢乳叉 iま股

脂乳を用ひて育成したものに比し、共成績は褒背が不良で、ある。然し井口

等の試験成績では賞用化し得るととは明かである。故に著者等は、股脂粉

乳は全く用ひや耽』旨乳も節約し.市も現下の情勢の下に於て小奏 2*粉~

続牛飼料に供し得ざる賞作fに鑑み.之を肥合より除含出来得る限り標準 I'C

近い護育をさせる矯め.比較的賞用的と思はれる本試験・を再ぴ進行 Lた次

第でるる。更に同時に積牛育成上最良の飼料とされて居る亜麻仁粕を.代

用飼料中に異なる量に混入するととによれ蕗麻仁粕が鞭牛護育上に及ぼ

す影響をも検せんとしたものである。

本試験に要せし'貨市は.専ら文部省科書得研究貨の援助によったもので、

故に記して感謝の意を表する次第である。
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試験方法

1.供試牡横

供試牡特は総べて北海道興決公枇の:斡旋によれ Holstein雑種牡捜 6頭を

取揃へた。とれば何れも生後 1- 2週のものでるった。共各々の日的・試

験開始日及宮時の生骨費量を記すれば次の如くである。

第 1 衣

供試l偵に閲する記載

_~~:__~_L~~_~ __~~J 試写町一一一千一一一量\アリ
14 50 

2 14 '19 

3 10 36 

4 14 45 

5 7 36 

6 14 44 

2. 試験期間及び撞の測定部位

試験開始期 u

2111班 1941

21 nill 194ド

21 / ¥1lI 1941 

271¥JU 19'11 

27/ ¥1lI 1941 

14/瓦 1941

6頭の牡般を 3頭宛 2ilt i乙分ち.第 1 ・第 2 俳 i乞異った乳汁代用飼料~

給興し、その護育欣態を比較した。 i試験期聞は生後 1-2遡より生後90日

に到る聞である。而して 1週'1，'1:に各i同憶の生鰻量及び、韓尺の測定を行った。

臆尺の測定個所-は.穂高・韓長・胸囲・胸幅・胸深・前胸幅・腕隔・腰角

。高の 8ヶ所である。

E 飼養及管理

a) 乳汁代用飼料の組成並に配合割合

乳汁代用飼料。調製~収用ひたる飼料は、大豆粕粉・黄色玉萄黍粉・亜麻

仁粕粉の 3種でるる。之等は何れも粉砕し舗を通して得たる粉末放のもの

にして.一般分析による化感成分は弐の通りでるる。猶炭酸石友の粉末(

カルヂン〉及家畜用臨を添加した。

2日 2 表

各問料の中11.nl(分
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純蛋白質

(~';) 

悦午ITT.主に要する乳iH'-:用飼料の研究

純灰分

( ~';) 

組繊維
可溶性
告書当主~.f~物
( ~';) 

4::J.20 

27.65 

9.07 

6.0) 

5.83 

2.01 

4.22 

8.56 

1.85 

31.5'1 

3弓.26

68.19 

1.01 

7.75 

5.24 

水分

C%) 

43.70 

29.25 

9.86 

13.39 

13.35 

12.85 

粕

粕

黍仁
靖
腕

佐

斑

資

II 大

表3 第

純蛋白f(澱粉侠

(~G; (~n 

各飼料・の可消化成分

判繊維

{'J~ ) 

6ぢ.103ラ.37

69.34 22.40 4.19 

I ilT 溶性
純脂肪 ld 

i ・I!~ 禦禁物
(%) (~.;) 

0.89 29.69 

新l蛍白 r{
(%) 

3.33 39.34 粕豆大

28.2 7.13 25.16 亜麻仁粕

66.58 6.80 0.48 51.14 4.03 858 黄色去猿i君主

O. KELTSEft氏により.i殿粉営{買事は納消化厚手は N.HA::-fNSON氏 tとより、

大主主粕9696.亜麻仁粕9iタ6・貨色玉笥黍 10096とした。

試験1洋に給興した。2 f:iltの代用飼料を作れ市して之等の飼料を用ひ、

第 4表の如くでおる。その配合割合は.

表4 
/，.，.・
湾当

!刊7Ei蛋白質 減粉使
(~G) C%) 

代用乳の配合割合

!?μ色|玉罰悉粉|

64.21 

63.86 

21.49 

21.36 

家帯用隠

(~G) 

3 

35 3 

l琵腕
大豆粕粉|仁粉粉

(~の(~の

36 30 

No. 2 41 20 

ぷ¥予料名|
f，iJfSt丑盤¥下i

No. 

カゼインに近き性質を有する大豆蛋白質を利用し.との配合に於'"C，J士、

更に消化器の整調並に被毛

の光深のために亜麻仁粕を使用した。

とれが鞭牛護育に及ぼす影響をも考察せんとしたもので

猶各群にftする亜麻仁粕の給興量を

ビタミシ Aの給源としては黄色玉萄黍を用ひ、

費へる事によれ

るる。

乳汁代用飼料の給興法、‘.，
e'
L
U
 

とれ等は何れも7l¥.

給9i!I"C.際しては湯を以って慌温 I"C.迄暖め.

No.2は第 2併に給興し.

を加へ充分に煮沸し tWJ!Ikとなし、

代1日飼料 No.11ま第 11fHc、
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め~ 6 

又一般濃厚飼料も械がとれに慣~乳及び股附 n と混じ{次ませたので b る。

-'1二首な sn寺30う子・而して給J.n同教は.れる迄は代1il飼料に混二て給興した。

午後 O時30分・ .. y.後 5時30分の 3同であった。

第 5去の如くである。各市:の毎日の飼料給興去を示すと.今試験期間中、

品純牡械の飼料給興Holstein 指封照群たるべき本製第二農場に於ける純梓

第 6表の如くである。最をも参考のため祭げれば.

表第

乳!股1l1i1LI員総|語君!金乳恒土|蹴|詰寄恒三im会 世主

くkg.)飼料給奥是

0.10 0.43 3.6 

0.10 0.45 5.0 3.9 2 

自

0.10 

010 

010 

0.47 

0.50 

0.52 

4.0 27 

28 

29 
自

4.2 

4.5 

4.8 

3 

4 

ラ

0.10 O.ララ1.0 50 ラ.16 

0.10 0.57 

0.10 0.60 q
J
n
u

ロ
J

n
u
t
h
'
h
 

5.5 

5.2 

7 

B 

0.10 0.62 33 4.8 9 

0.10 0.63 34 0.05 4.5 10 

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

4
・
t

y

r

o

?

f

A

百

一

Aマ
バ

守

A守

A守

A
守

一

一一

ω
ω
ω
~

。。。一

7

a

n

v

q

J

7

a

内

lv

一

2

3

3

3

4

一

n
u
n
u
n
u
h
u
n
u
 

0

5

8

ち

8

3

9

一

反
J

Z

ノ

に

ノ

r口

ζ

U

4

U

E

ノ

一

幻

日

ロ

m

m

M
幻

却

は

ω

一一一

h
n
 

0.10 0.65 35 1
 
l
 
I
 

0.06 

0.10 0.6'3 36 0.07 

2.0 

2.5 

4.1 11 

12 

0.10 0.73 37 0.08 3.0 13 

0.10 0.80 38 0.10 3.3 14 

0.12 

0.12 

0.90 

1.10 

39 

11 41 

0.13 

0.15 

3.6 

4.0 

15 

16 

0.12 1.20 

0.12 

0.15 

0.15 

0.12 

0.12 

0.12 

0.15 

1.30 

1.45 

1.55 

1.40 

1.60 

1.70 

1.75 

42 

43 

0.17 

0.20 

0.2~ 

4.5 17 

18 

21 

19 

20 

22 

23 

24 
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一枚一

犠4'Mk止に要する乳汁代用飼料の研究

汎|股目旨乳(詰詰各局乳|股叫2;;詰|詰詩|がと|制金
49 一 1.80 0.20 71 

50 一 一 1.75 0.20 72 一
ラl 一 一 1.75 0.20 73 一
52 一 1.75 0.30 74 一 0.70 I 0.90 

自
0.，0 I 1・∞ 自

53 一 1.70 0.30 75 一
54 - 一 1.70 0.30 76 一 一 0.60 1.0) 

55 一 1.70 0.30 77 一 一 ー 0.60 1.0:> 

56 一 一 1.65 0.40 .18 一 一 0.50 1.00 
57 I 一 一 1.62 0.40 一 一 0.50 1.00 

58 一 一 1.59 0.40 一 一 0.40 1.10 
59 i 一 一 1.57 0.40 出 81 一 一 0.40 1.10 向

60 1.50 0.40 82 0.30 1.10 一 一
61 1.45 0.40 83 一 一 0.30 1.10 
62 1.43 0.40 84 一 0.20 1.2J 

63 1.40 0.50 85 一 0.20 1.20 

64 一 1.30 0.60 86 一 一 0.10 1.20 

65 一 一 1.20 0.60 
|I887 8 一 0.10 1.20 

66 一 1.20 0.70 0.10 1.20 

67 一 一 1.10 0.70 ! 89 一 0.05 1.30 

68 一 一 1.10 0.80 一 一 0.05 1.30 

69 一 一 1.00 0.80 

(判--;~:;1~~0 I 65.53 I 34.79 I 70 0.90 0.90 一

年齢!A.
t日品

表6 第

(kg.) 

油価飼乳
己
目股乳

第二農場に於ける飼料給興量

金
齢年

草乾厚
料両;-1富

-a-司つ33.9r~耳石2 I 56.9 

草

0.9 

1.0 

1.1 

1.2 

1.8 

0.9 

4

4

4

 

乳

3

2

2

J

 

d
u

ヲ

t
7
t
o
o

生時一 7

8ー14
15-21 

22-28 

29-35 

36-42 
56.9 

71-90 0.2 

0.3 

0.5 

0・7

0.2 

0.3 

0.5 

0.6 

1.8 

3.6 

5.4 

7.2 

5.4 

3.6 43-49 
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第 5 及びみ(~ fj去を見る'1:.イヰ，:ft験 rt'に給興したる濃厚飼料の量は.標準

育成によとし柏々少き J感があと O 之れは代用乳を給興せるものは消化穏を筈

し易きを忠ひ.多少控ゑ目としたるによるものである。

c) 一般管翌日法

式験 i乙mひたる.牡械は 3îf~ 宛 2 府'.仰れも 3.6 x 2.7 m の連続せる 2個の

濁努 IC入れ、之が管止mは専ら著者等自身が行った。向鞭牛舎の北側に接し
運動場を設け.晴天の日には共底に Ji!I:.っか又はそれに隣接せる牧草地に放

ち、育 f~ を自由に食せしめた。放牧地 K 於ける牧草は、主としてオーチャ

ドの 2i1干草であった。 Ilf草は毎日・7!?刈を行ひ主として赤クロバーを自由

に充分嫁取せしめたのである。

試験結果

全試験期間 13週間に於ける配合の異れる 2種の筑汁代用飼料を給興した

る積牛護育比較成績を取纏め 1頭平均の偲韮・腫 jミの増加を 1週毎に

測定したるものは次の主/1くである。

第 7 表

試験開始時より格了時迄の 1週毎の各:群 1頭平均

値重主主に臨尺増加賀-数

第 1 群

測定結果 (3頭平均)(kg. CIIl) 

国|胸

o 

2.7 0.6 

5.5 i 1.3 

8.ラI.R

11.2 2.3 

13.2 2.6 

15.4 3.3 6.3 

10.4 17.0 3.8 75 3.5 4.2 

12.5 20.7 4.1 7.8 I 4.2 4.8 

O O O 

長|胸
o ， 

5.9 

制免市町
田
M
M唱

d
w
n
 

倫
引股肱

山前
年齢;
〈遡) I 

O O O 

3.3 1.4 2.: 1.7 0.5 0.7 0.5 

4.: 3.0 

1.8 1.8 1.7 

2 8.7 2.5 1.2 1.2 1.2 

3 13.3 3.7 3.8 

ラ

28.1 6.2 9.2 3.5 3.7 3.5 

4 18.3 4.9 6.9 5.0 2.5 2.5 2.3 

23.3 5.ラ 8.0 5.7 3・2 3.0 3.0 

6 

7 33.0 7.9 4.2 

8 36_0 8.7 4.7 
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一一一|…1ームム，¥-r ij1t~;;-目安角脳

9 39.3 9.5 14.4 4.8 8.2 4.3 ラ.2 5.3 

10 423 10.4 16.0 24.7 ラ5 4.7 日5 5.8 

11 46.0 11.0 17.5 265 6.0 9.3 6.5 

12 48.4 11.7 18.9 29.4 6.6 10.0 I 5.3 6.2 6.8 

13 56.0 12.7 20.4 32.2 7.3 10.7 55 6.2 7.3 

4賀牛育成に要する乳汁代用飼料の研究

目旬すr~一戸-可ム長|胸園 r-Hf<J--M 制

群2 第

(3頭平均)(kg. cm.) 測定結果

胸

l-O O i 1 O O 。 O o O 。 o O 

2.6 1.1 15 1.5 05 0.7 0.8 O.ラ

2 7.3 2.0 3.0 3.8 1.1 1.5 2.0 !.l 

3 13.3 35 5.0 7.0 1.5 3.3 2.4 2.7 1.6 

4 19.6 4.3 6.8 9.8 2.0 4.3 2.9 3.3 2.1 

5 22.3 5.4 7.8 11.3 2.7 5.0 3.2 3.8 2.6 

6 24.3 6.1 9.7 13.1 3.3 55 3.9 4.0 2.8 

7 29.3 7.1 11.0 14.8 3.8 6.3 4.2 4.5 3.8 

8 31.3 7.6 12.3 17.1 4.5 7.2 4.5 4.8 4.3 

9 37.3 8.8 14.7 22.1 4.8 8.5 5.0 5.8 5.3 

10 41.3 9.8 16.5 24.ラ 5.3 9.3 5.5・ 6.0 5.6 

17.7 11 44.8 10.8 265 6.0 9.8 5.7 6.3 5.8 

12 43.3 11.5 18.5 28.1 65 10.0 6.0 65 6.6 

13 51.3 12.0 19.0 29.6 6.8 10.5 6.2 65 6.8 

蹴蝦胸前深胸囲怪聞生齢〉渇
年
〈

第2鮮に於ては、 l頭 (No・5)消化不真に依札生後8週間にて滋死せる震診、以後は2頭の:.p.設

均値である。

HoIstein牡棋の生後より 3ヶ月迄の本事農場に於ける常比較参考の錯、

第 8去の如くで間に於ける 1週間毎の瞳重・腫尺の増加質数を掲げると、

るる。

くkg;.CI11.) 

表

標準殻育増加賀数

8 第
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長|

場t主

尚|飽 H要角嶋H匂困腕

o O O 。O O O O 

0.3 0.5 1.3 2.0 1.3 3.0 1.8 1.0 

1.0 1.2 1.4 3.1 2.0 6.4 3.8 2.1 

向

a
M
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品
且
a
F
b
 

M
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4'.紛
遡)

O O 

6.0 

9.5 2 

1.5 2.1 1.5 4.3 2.9 9.8 5.6 2.9 12.3 3 

2.1 3.0 1.6 う.53.8 12.2 8.0 3.8 16.5 4 

2.5 3.4 1.8 6.2 4.2 14.0 10.3 4.6 20.1 ラ

3.1 4.0 2.0 7.2 4.5 15.2 11.3 5.7 24.5 6 

3.4 4.5 2.4 7.8 4.9 18.6 13.6 6.4 27.8 7 

3.9 4.8 2.5 8.6 5.2 21.4 15.0 7.5 31.6 8 

4.4 5.2 2.7 8.9 5.5 23.4 17.1 8.2 36.8 9 

5.2 

6.0 

6.S 

7.4 

5.8 

6.3 

7.0 

3.6 

4.2 

5.0 

9.6 

10.3 

11.0 

6.3 

7.0 

7.9 

24.9 

26.0 

27.4 

19.9 

22.1 

24.3 

9.7 

11.0 

12.2 

43.6 

49.8 

57.0 

10 

11 

12 

7.5 5.9 K
U
 
l
 

8.8 29.7 26.0 13.3 63.4 13 

昭和 12・-13年に於ける研究第 1報の第 2年自に於ける更に参考として、

第 9去の如くでbる全 6詳の 1週毎の平均髄重量増加貫教去を掲げると、

(但し生後13週迄〉。

表9 第

くkg.cm.) 

7 

胸

O 。 O O O O 。 O o 

2.7 1.2 1.5 1.3 0.8 1.1 0.6 0.5 

6同l 2.2 3.1 3.1 0.9 1.6 1.0 0.7 

9.6 3.4 4.7 4.7 1.4 2.2 1.3 1.2 

10.8 3.9 5.3 5.7 1.7 2.7 1.4 1.4 

12.7 4.3 5.8 7.4 2.5 3.4 1.5 1.8 

16.0 5.1 6.8 9.4 2.9 3.7 1.9 2.1 

19.8 5.8 7.9 10.8 3.2 4.3 2.1 2.5 

22.2 6.ラ 8.2 11.7 3.6 5.2 2.4 3.0 

2ラ.8 7.5 9.2 13.3 4.1 5.5 2.6 3.6 

29.9 8.1 11.1 15.0 4.4 6.2 2.9 4.2 

耐
剛角膜制臨.同胸前深

6群2f-均 1週毎の 1頭平均・韓霊並鑓尺増加寅童文

国鐙高年齢!生笹量|也
く週)

5 

O 

4 

6 

8 

9 

10 

2 

'3 
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TJlM悶|鐙ぉ!偶長l的問いl印刷I 胸深 l仰向i¥'，jI腕恥 In~f{lq.出f
11 Iお 8.4 13つ 1ω4.6 7.2 3.2 4.8 

12 I 37.5 I 9.7 14.7 18.0 4.9 8.1 - I 3.4! 5.6 

~~.J__竺_1_1竺 i 竺 JJ三J___~.~__._._ャ i一三 L._ ~.8_.L_竺
詮常試験に於ては前胸酬は測定し居らず。

考 察

以上の結果よれ先づ 2般の異なれる乳汁代田飼料にて育成せる令市:の

1頭千均生後13週後に於ける生間最並に臆尺場加去をと掲げると.第 10去の

如くである。狛先に参考として掲げたる昭和113年度に於ける育成試験第1

報は便宜上前試験と呼ぶとととする。

第 10 表

生後 13週の生関量並に惜尺増加表 (k~. CIl1.) 

代用調 I，........... I ..... ..... I .... s I .'" "'" I "'" .." I Rln "，，' I "" ......" I .... '，<i I 料番銃|生髄量|鰻高 Ii豊長|胸間|胸餅|自衛隊|前胸版 In寛帆 IJ捌蝋

56.0 12.7 20.4 32.2 7.3 10.7 5.5 6.2 7.3 

2 51.3 12.0 19.0 29.6 6.8 10.5 6.2 6.5 6.8 

標準 63.4 13.3 26.0 29.7 8.8 11.6 5.9 7.5 7.4 

前試験 41.3 10.2 15.8 19.8 5.2 8.6 3.8 6.0 

一 一一一一一 一一一ー一骨ー一一一一一一一

以 IJの増加賞教を見易すからしめんが局に.標準護育を基準としての 1

00分寧を示せば.第11表の如くでるる。

第 11 表

<13週後に於ける標準蛮宵に封する (;'b)

哩l竺l竺|竺J~_~! 胸簡!?竺|前胸踊|腕
88.3 

2 

即ち第10去に見るが如く、試験格了時に於ける各試験群の生極量の増加
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段、夫々 56.0kg. 51.3 kg.であれ第 1群の方が良好なる成績友示した。又一

方韓尺測定結果を見ても、前胸幅・腕腕を除き線べて第 1群の方が良好で

あった。とれ戟牛育成I'C際し最良の飼料なりと呼ばれる亜麻仁粕を.前者

iとは全飼料の3096. 後者には 2096給興したる結果.第 1鮮がより良好なる

琵育を示したもので bらうと思はれる。即ち試験動物の教が少いから確定

的には言ひ得ないが lfa腕fて粕が輯牛護育上 1Z::及YI'ず影縛i士、 かえ主り大友

るものがある絞である。

調って之等代用飼料による育成結果を、木製第二農場の Holstein牡按生

後13週 iζ 於ける標準護育に比較する時は、生関量に於ては標準士宮臨 63.4kg. 

に封し、第 1群は90%の護育を示し.生臨量 1日平均0.615kg.強(標準0.697

kg.弱〉の増加を現はし.相営の好成績と言ひ得るのでるる。叉醗尺測定に

於ても標準に殆んど劣らざる殻育成績を示し、殊・陀 ~ç 1詳 i乞於ける胸園.

第 2群に於什る前胸稿等は、むしろ標準を凌駕する結果を示した。然るに

第 2群中の噴牛 5枕は、購入時より幾分虚弱でbったが.試験中甚だしい

滑化不良に陥れ消化器の疾患にか~ t下痢の震遼に生後 8週にて錯死し

た。他の捜牛が良好I'C愛育したるに鑑み、 との鑓死の原因は恐らく生来鰭

質虚弱な Pし爵と思はれる。本試験に於て注目すべきは.試験牛は生臨量

・腫尺共に標準に比し80-90%、時として 100% 以上の良好なる成績を事

げて居るにも拘らや.只鯉長に於ては 78.5%、 73.1%と比較的不良であっ

た。試験格了時に於ける艇を翻察すると.標準に比し胸園・胸幅の大なる

肥満せる牡牛の様:a::呈してゐたが.全館として如何にも韓長の詰った小さ

な感じを興へた。此黙は前試験の成績も大臨同様でるる。

標準群が生後 2ヶ月より念に良好なる護育をとげたのに反し.本試験牛

は別に異常なる愛育を途げさる庭から推察するに.恐らく爾後長期に亙り

此憧飼育するならば、試験能了時に於けるよりも，遥かに標準よ P劣った結

果を示すりではないかと思はれる。之が原因は.本試験は前試験と異り短

期間即ち 13週間に乳養期生格らん.とせる矯め、乳汁代用飼料は生後第49日

目の1.8kg.を最高量とし.以後次第に共量を減少したる詩め.此時期に柴

養分の不足を来した需めでるらう。従って此時期に濃厚飼料の給興量を更

に増加したならば.恐らく此劣成績を快復し得たであらう。
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本試験が、大憾に於て比較的良好なる成献金示し得たのは、第 1には飼

料配合が嘗を得たものでbった事ゃ第 2には飼料を粉末にしとれを充分に

長時間を費して煮沸粥 HJ~ となし.更に椛牛に給興の際湯を以て他 ira. K iKitめ

給興したる事. þj'~ 3には晴ヲずの日は牧草地に放ち青草堂充分に撮らしめ.

柴養上・保健上充分に鰻牛~満足せしめ得た鶏'L.".a;らう。

一方乳汁代用飼料に慣れしむるため.著者等は先づ少量の代用飼料をと牛

乳 K混じて給興し、徐々に代用飼料の量を士宮すと同時に牛空Lは徐々にとれ

を減じ.議には牛乳を全く興へ歩とも棋牛は好んで代用飼料を飲み.消化

器障害を惹起せざるは勿論.護育上竿も何等支障をと呈せざるに至らしめた。

濃厚飼料給興に営りても. との健にては槙が好まざるた占5. 之を少量の水

にて漁し、少量を先づ代用飼料に混じ、徐々に量を増し之に慣れしめた。

故'1'1:抵抗力弱き積牛でも飼料の混合量を徐々に饗へて行くならば、脆脂幸L

会疫の時期と難 Eも、何等消化不良に陥るととは主主いものである。 1日の

給興同教も、 3同で充分ではないかと思はれる。

以.1:.の試験成績を解り易くするために、生鰹量並に瞳尺増加をとグラフに

て示せば共 D如くである。
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l品It乙見られる如く. 生開量増加は全試験を通じ、問手足度の殻回汀をなし 11回

調であった。即ち試験群は、生後 1-2?-月に於ては標準群よりもむしろ

良好なる愛育を遂げたが.標準昨は漸次肱 11旨乳増給の鴻め、生後 2ヶ1]頃

よりな速に褒育し、 13遇の絡りに於ては、若干標準鮮の方が優ってゐた0

0霊前'jI'C於ては殆んど差濯なき護育を示した。然るに偲長に於ては、生後 1

ヶ月頃よりなぞに義ーを生じ、途に試験終了時に於てはグラフ Cに示される如

く.かなりの?去を生じたのでbった。之は将来 lζ浅された大きな IIU閣であ

る。胸聞に於ても甲乙をつけ難い成績であったが.第 1・俳は試験絡了時 IC

於て.標準群を凌駕する結果~示したのでるった。反釣に胸隔・胸深は標

準群に及ばなかった。館長が著しく不足たるにも拘らや主主目fJJ査に大設なき

は.胸聞がむしろ標準群を凌ぐ殻宵を遂げたととに起因するが.胸閣の良

好なる護育の最大原因は.韓牛を毎日牧草ーl也に放ち充分に青草を燐取せし

めたととであると、著者等は信やるものである。前胸隔は、標準群が 2-

9週間護育低調なりしため.試験第 2群が最大の成績を示した。腕幅・腰

角隔は.共に 3者殆んど甲乙なき護育程度でbった。

要するに試験群は、全試験期間中絶えポ同じ程度の護育を途げたのに反

し、標準群は生後 1-2ヶ月に於てはむしろ前者に劣れるも、 2ヶ月以後

の護育は誠に良好であれ結局試験終了時に於ては、最も良好なる成績を

示したのでるる。

猶試験群中第 2鮮が、 2週より 9週の聞に;訟に護育して居るのは、比較

的護育不良なりし試験輯牛第 5競が消化不良のため生後 8週にて姥死した

ので、以後は 2頭平均増惜量並に関尺を示したからでるる。

経情的関係はし、本試験は前試験に於て最も高債でるった11、要 2詐粉を除

いたも Dであったから、前試験に比し更に安慣な乳汁代用飼料でるること

は明かである。現在各飼料は.皐濁に市場に出でない闘係上.之を決定し

得ないととは残念である。

結 論

1. 本試験に於ては 2種の乳汁代m飼料を配合した。即ち、

No.1. 大豆粕36%.亜麻仁粕30%、



:!O 農場狩=別報公第九・披

黄色ヨミ萄黍:1096. カルグン 39Z.

貧盤 1%、

可消化蛋白質21.49%.澱粉f珂64.21%. 

No.2. 大豆粕4196. 亜脱仁粕2096.

黄色ミ~~j 黍 35 %.カルグピ 39-6、

食臨 1%. 

可消化蛋由貿21.3696. 殴粉慎63.86%. 

であった。之が給興 K営つては、必十一度煮て粥献とし.立rIC之れに湯を

混じて前!温近くに温め 1日3同に分興した。輯牛には金乳は生後から 2

週間まで.肱脂筑は生後10日目から30日迄給興した。乳汁代用飼料は生後

10日目から給興し始め弐第に哨給し.生後49日目に最高荒 1.80kg.に撞せし

め.給奥量を以後次第に減少し.生後90日迄給興した。本試験と標準艦と

の生後13週までの一頭常りの消費飼料をと比較すると下表の椋でるる。表中

の数字の皐位は kg.である。

JfJ三一三J__~_~~__~.I nrt瓦ιl~ pf. r.1 fl. 
設 置食 償 75.0 88.0 65.53 34.79 

標準慢 333.9 461. 7 62.2 

2. 試験終了時に於ける生臆量及び鰻尺の増加割合は、標準議官士宮量ω

80-90 96に建し.測定部位によっては標準護育を凌駕するものがあった。

前試験に比し.一般に護育は良好でbった。 ノ

3. 本試験に於て、第 1群(配合 No.1)は第 2m・(配合 No.2)に比し護

育は良好であった。従来般牛に封し最良の飼料と稀せられた亜麻仁粕を多

く給興ずる方が成績は良好であった。

4. 代用飼料で輔牛を育成したものは.生後 2ヶ月以後に護育が標準に

ltし劣って居るのは.代月j飼料給興期聞を短縮して 3ヶ月で終らしむる様

に.生後49日以後共給輿量生次第に減巴た震である。然、るに一方では前越

の様に、般の消化器を害しない様にと考へ.濃厚飼料の士宮給も見合はせ.

生後 3ヶ月間K標準飼育の62.2kg. I乞釘し.傑かに34.79kg.即ち約56% (7 J:i 

参照〉 しか給興してゐない。それで此濃厚飼料を.生後 2ヶ月位から増し
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て柿ふならば、更に良好な殻育成績を得るととがflHIEゃう。

5. 此育成法によると 3ヶ月の絡りまでに戦 1頭につき、金乳258.9kg.

脆脂坑373.7kg. (7頁参照〉丈け節約し得て舟る。我園で生深紅輸はすL汁節

約の目的で.生後直ちに屠殺せられて居るものも相営あると思はれるが.

1ヶ年の生産舗は35高頭位はるるであろうから.此方法で育成するならば

全乳と股脂乳の節約は多量に上るのである。のみならで夕、肉川口的で.牡般

の育成も可能とならう。

6. 然し代用飼料で飼育した般牛は.何れも開長の護育が不足でるるo

此貼は前試験に於ても同じ結果~得て居る。之は飼料中の柴養分の不足が

原因して居るかも知れないが.確貨な結論~下すには吏に試験を繰り返へ

すととが必要である。

7. 以上の結果から見ると. tfc 1報の成績に比し本試験は更に良好であ

って、械牛は乳汁代fIj飼料で育成し得るととは可能で bるし.又経済上か

らも有利である。


